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１． はじめに 

シーンの変遷情報を蓄積し、環境内に物体が置かれて

いく様子を理解し保持しておくことにより、デバイス上

に表示されたライブ映像内の実物体を仮想的に操作する

ことで、扉や他の物体に隠れている物の状態をユーザに

あたかも実際に操作したかのように提示する手法(オペラ

ブルリアリティ)[1]が提案されている。本稿では棚の中に

物体が置かれていく様子を監視し、HMD（ヘッドマウン

トディスプレイ）を用いて、棚の扉の開閉や棚内の物体

の仮想操作を行い、棚内部の状態を閲覧するインタフェ

ースを作成した。 

2．システム構成 

室内を監視するカメラと HMDはそれぞれ、Microsoft社

の Kinect v2と HoloLensを用いる。 

開発したインタフェースには、川本らの階層型イベン

ト検知手法 [2] を用いた物体の持ち込み、持ち去りなどに

関するイベントを検知する室内シーンロギングシステム

を使用した。このシステムでは、環境内に持ち込まれた

り持ち去られたりした物体の情報が取得され、データベ

ースに保存される。このインタフェースでは、そのデー

タベースに保存された情報を集約し、ユーザからの要求

があった時点での棚内部の状態を AR空間に表示する。 

3．実験 

実験内容としては、棚の中に物体を幾つか配置してい

く様子を蓄積していき、HoloLens 上に可視化された物体

を仮想操作した際に、物体に隠れている領域の情報や物

体をユーザに提示できるか確認する。 

3-1. 実験方法 

今回は複数の物体を棚の中に持ち込む様子を取った後

に HoloLensで物体の仮想操作の実験を行う。 

図 1 に実験で撮影した映像のキャプチャを示す。 右上

の数字の意味は 1から 6に掛けて時間が経過していること

を示している。棚の中には初めに筒を置き、次にその手

前に直方体の箱を置いて、最後に棚の扉を閉めた。 

 
図 1 棚に物体を持ち込む様子：左上の数字は 1から 6に

掛けて時間が経過していっていることを示す。 

 

3-2. 実験結果 

室内シーンロギングシステムで持ち込まれたと解釈さ

れた物体は、筒と箱と棚の扉である。扉は閉めただけだ

が、持ち込み物体としてシステムに解釈された。 

その画像に空の棚の画像を重ね合わせて、AR 空間に表

示する棚内画像を生成する。HoloLens で読み取ることが

できる QRコードを棚に貼ることで、その生成した画像を

実際の棚と同じ位置に表示できる。 

図 2 は HoloLens を装着し、持ち込まれた物体の画像を

実世界に重畳提示し、閲覧している様子と物体の仮想操

作を行っている様子である。 

図 2の 1に実世界にある扉の閉じた棚、2 にその扉の上

に HoloLens で生成した棚内の画像を重畳提示した様子を

示す。3 が扉、4 が箱、5 が筒を仮想操作で動かして、棚

内部の状態を閲覧している様子である。また、6 には別の

角度から棚を閲覧している様子を示す。 

扉や物体を仮想操作で横にずらすことで、本来は扉や

物体で隠れて見えない棚の中も閲覧することができる。 

 
図 2 HoloLensを用いた棚内の可視化と物体の仮想操作 

4．おわりに 

今回、HMD 上で環境内に持ち込まれた物体の可視化と

仮想操作ができるようになり、物体に隠れている領域の

可視化が行えるようになった。 

このインタフェースでは、持ち主が他人に見られたく

ない物体も他のユーザが閲覧できてしまうという問題点

がある。今後はこの問題を改善するために、物体への閲

覧権限付与と、権限を持たないユーザへの情報提示制限

をこのインタフェースに設けることを検討する。 
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